
株式会社商工組合中央金庫の特別準備金等について 

 

平成 20 年 1 月 

中 小 企 業 庁 

 

経 緯 

○強固な財務基盤の確立のために設置される「特別準備金」の金

額等については、評価委員の意見を聴いた上で、主務大臣（経

済産業大臣・財務大臣）が決定することが法定化。 

○昨年 11 月 26 日にとりまとめられた評価委員（別添参照）の意

見を踏まえて、本年１月 11 日、主務大臣による決定が行われ、

その内容を公表（告示）したところ、その概要は以下の通り。 

 

 

主務大臣による決定の概要 

（１）国庫納付する金額 

平成20年 10月の新組織移行に際して、国庫納付する金額は、

零とする。 

（２）特別準備金の金額 

平成 20 年 9 月末決算に基づき、次の合計額（約 3900 億円）とする。 

   ① 既存の政府出資（約４千億円）のうち、一般会計からの出資に

相当する金額（約３千億円） 

   ② 利益剰余金（約 1500 億円）のうち、出資額按分により算出される

金額（約 900 億円） 

上記①の金額（約３千億円） 
利益剰余金 － 

組合への

配当金 
×
出資金の金額（約５千億円） 

 

特別準備金の具体的な金額は、平成20年 9月末日の決算書に基づく計算により
資料８
確定。
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